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市の核兵器廃絶平和都市宣言３５周年を記念して昨年
の夏休みに行われた中学生の広島派遣事業は意義深いも
のだったが、その意義と、同事業を継続することについ
て、市長の考えを伺う。

核兵器廃絶平和都市
を宣言している富士宮
市として取り組むべき
平和活動について

富士宮産の米、野菜、肉類、魚の使用率をさらに高
めるために、必要なことは何か。

学校給食における富士宮産１００％の牛乳は、富士
宮が全国に誇る地産地消の取組である。現在の体制を
維持・発展させるために、市としてできることは何
か。

給食に食材を提供している地元生産者の顔や思いを
子どもたちに届けるために、どのような取組が行われ
ているか。

調理師や栄養士と子どもたちとの交流については、
どのような取組が行われているか。

核兵器禁止条約に日本政府が署名・批准することは、
世界で唯一の戦争被爆国として非常に重大な責任である
と考えるが、市長の考えを伺う。

学校給食では、富士宮農協から県学校給食会を通じ
て購入する富士宮産の米にビタミン強化米を混入して
提供しているようだが、農協から直接購入するのと価
格はどう違うのか、またビタミン強化米を混入する必
要はあるのか。

核兵器廃絶平和都市宣言の標柱１０基目について、建
設計画はどうなっているか。

　保育園・認定こども園の給食について。

日清・日露戦争、第一次世界大戦、満州事変、日中戦
争、太平洋戦争まで約５０年間に及ぶ戦争は、破壊的殺
傷能力を持つ兵器の使用及び国の総力を挙げての戦争と
いうことで、その激動の歴史は富士宮市民の今日のくら
しに大きな影響・爪痕を残している。市の郷土史として
も重要な戦争史の調査研究に市民と共に取り組むことの
意義について、市長の考えを伺う。

学校給食で使用している米、牛乳、野菜、肉類、魚な
どについて。

　食育の取組について。

小中学校及び保育
園・認定こども園の給
食における地産地消の
取組について

より安全でおいしい食材の購入に向けて、どのよう
な取組が必要と考えるか。

地元産（市内産・県内産・国産）食材の使用率はど
のように推移しているか。

食材購入について、市は購入元や生産地などを把握
しているか。
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